
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    令和５ 年度 大富小学校の学校経営 

                              校長 須 藤  真 

 

 令和５年度の大富小学校がスタートして２週間がたちました。児童数２２６名、１０学級、

職員数２６名の「チーム大富小」です。今年度もどうぞよろしくお願いします。 

さて、コロナ禍もまる３年が過ぎ、５月には５類に移行するとのことで、学校でも、少しず

つ、もとの生活に戻ろうとしています。その際には「もとに戻す」という視点だけでなく「新

しいやり方」の視点で工夫していくことも大切だと考えております。 

 今年度の学校教育目標は、昨年度から継続し「自己肯定感を高め、正しい判断力と感性で、

主体的に行動できる子どもの育成」です。さらに、めざす子ども像として、新たに 
 
「『どっこ水』のように、きれいな心で、『カクレトミヨ』のように一生懸命励む 大富っ子」 
 
を掲げ、子どもたちにとっての学校教育目標として位置づけました。子どもたちの宝である「ど

っこ水」「カクレトミヨ」をシンボルとして、勉強や運動や行事等、いろいろな活動にがんば

らせたいと思います。今年度も、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《３つのスローガン》 

①学び合える学級風土へ（学級力の話し合い） 

 ※学力の基盤となる学級力を高め、主体的に学びに向かえる仲間づくりへ 

②「かかわり」から「つながり」へ（縦割り班活動） 

 ※社会性の基盤となる人とかかわることが好きから心と心がつながる深い関係へ 

③読書習慣の確立へ（大富賞１３３冊読破） 

 ※基本的生活習慣の確立のために、読書の習慣を位置付けていく 

 

 

◆自己肯定感（よいところがある、自分にはできる、他者の役に立ちたい・・・等自分に自信を持つこと） 

車に例えると⇒動力を生むエンジン＋ガソリン 

ガソリンは、保護者の愛情、励まし、基本的生活習慣、傾聴する姿勢・・・ 

◆正しい判断力と感性（優しさ、思いやり、勇気、向上心、正直、感謝・・・等につながる） 

車に例えると⇒方向を定め、進退を制御するハンドル、アクセル、ブレーキ 

◆主体的に行動（努力、忍耐力、着実さ・・・等につながる） 

車に例えると⇒実際に路面をつかんで走るタイヤ 

 

 

№１ 

令和５年度 

４月２1日 

 

 ８ 月 学校安全の日   立哨指導 

 ９ 火 １年生を迎える会 立哨指導 

１０ 水  

１１ 木 授業研究会 

１２ 金 歯科検診 職員会議 

１３ 土  

１４ 日 ３年生自転車教室 北村山陸上選手権大会 

１５ 月 月例テスト週間 内科検診(下学年) 学校集金振替日 

１６ 火 学校関係者評価委員会 

１７ 水 市小学校陸上記録会 

１８ 木 市小学校陸上記録会予備日 

１９ 金 市けやき交流会 

２０ 土 e-ライブラリの日 ＰＴＡ早朝作業 

２１ 日 e-ライブラリの日 

２２ 月 心電図検診 

２３ 火  

２４ 水  

２５ 木 午前授業 個人面談① 

２６ 金 午前授業 個人面談② 

２７ 土  

２８ 日  

２９ 月 午前授業 個人面談③ 

３０ 火 午前授業 個人面談④ 

３１ 水 午前授業 個人面談⑤  

6/１ 木 立哨指導 学校安全の日 授業研究会 

 ２ 金 立哨指導 安全教室 委員会 学校集金振替日 

  ３ 土  

 ４ 日  

 ５ 月 スポーツテスト週間 心肺蘇生法講習会 

 ６ 火  

 ７ 水 マラソン記録会 

 ８ 木 全校スマイルタイム 

 ９ 金 眼科検診 クラブ活動① 

１０ 土  

１１ 日  

 ４月８日（土）に、保護者の皆様と大富小職員で、

令和５年度の入学式を行いました。 

 担任の先生から一人一人名前を呼ばれ、元気に返

事をして立ちました。あいさつやお話を聞く姿勢は

とても立派でした。新入児童一人一人が、小学生に

なる喜びや入学式に臨む気持ちの高まりが表れて

いました。 

 式辞では、これからの学校生活にのびのびと元気

に取り組むために「お・お・と・み」の四つの文字

に合わせ「おはようございます」「おおきな声で返

事」「ともだちと仲良く」「みんなでがんばる」を

伝えました。 
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